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老舗網元で守られてきた

愛情たっぷりの味覚。

8本有数のさんま水揚げ量を誇る気仙沼漁港。

地元で永＜愛される大切な魚だからこそ、

じっくり手間をかけ作り続けています。

ざん 1 fl) 嗜· 伶仙珍り後、文化りば砧： 召いが乃景色臼んて

世界三大漁場に数えられる三陸沖の恵みがもたらさ

れ、遠洋マグロ漁船や大型さんま船の一 大拠点として名

高 い 気仙沼漁港。 有限会社ケイの前身は、た＜さんの

漁船を擁する明治38年創業の老舗網元でした。 社長

の菅原義子は、網元のお嫁さんとして気仙沼の家庭の

味を 継承。 その一つが看板商品である「さんまのつくだ

煮」です。足の早 い 青魚であるさんまを、 い かにお い しく

食べられるか。 地元のお母さんたちの知恵により、醤油

をベ 一スにした甘から い 佃煮が作られ、おなじみの味と

乙還 ー して愛されてきました。

社長は、終戦後から気

仙沼で受け継がれてきた

◄豊漁のお祝いで網元時代に
作った大漁旗の綿入れ
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味覚を守り伝え、より多くの人に味わって欲し い と考え、

独自のレシピを考案。 新鮮なサンマを使用し、無添加

ながら長期保存が可能なパッケ ージ商品を 生み出す こ

とに成功しました。

気仙沼市魚市場で9~10月頃に水揚げされたほどよ

い 脂がのった生さんまは、すぐにマイナス40度で冷蔵。

その日に仕込む分を手早く下処理し、早朝から大鍋で煮

込みます。

しょうゆ味は、地元の無添加の醤油を使 い 、みりんや

日本酒、生姜、唐辛子、ザラメ糖などを加え、手間ひまを

かけて素材本来の旨みを引き出します。 さらに、オリジナ

ノレのみそ味が好評で、ごぼうの風味を活かした商品も加

わり、その評判は全国区に広がっています。

網元から、 「さんまのつくだ煮」を主力商品とする水産

加工品業に転身したのが平成6年。 そのおいしさは全国

各地の物産展や品評会で高 い 評価を受け、モンドセレ

クション金賞を連続受賞するまでになりました。 国内のみ

ならず海外の観光客にも好評で、気仙沼土産として定番

化も。 順調に業績を上げていた我が社です が、東日本

大震災で甚大な被害を受け、エ場は全壊してしま いまし

た。2011年9月に開催された「目黒のさんま祭り」に参加

し、その時にかけられた励ましの声に背中を押され、11月

末頃、B常の生活も困難ながら駐車場スペ ースに小さな

工房を建てて生産を再開。 以前からご愛顧 いただい て

いたファンの方や観光客が訪れるようになり、客足も次第

に増加し、気仙沼の復興の歩みとともに活気を取り戻す
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ことができています。

「さんまのつくだ煮」はもちろんです が、社長がこよな〈

愛情を注 い で いるのが気仙沼漁港の景色。 商品パッ

ケ ージや紙袋、季節のお便り、絵はがきなどにあ しらわれ

ている漁船と港の風景は、自ら筆を執って描き上げたも

のです。我が社が自信を持っておす す めするさんまの味

わ い とともに、気仙沼の素晴らし

さを感じて欲し い 、そんな切なる

思 い が込められています。お召

し上がりの際には、いくつもの漁

船 が集 い 活気 にあふれた港

の情景を心に思 い 浮かべな

がら、ぜひご堪能くださ い。

社長自らが筆を執って描く気仙沼港の風景▲
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